
⑧静かに内筒を押し、薬液を注入する

⑨刺入角度を変えないように針を抜き、

消毒綿を当てる

注別部位を操みほぐす

使用した針はりキャップせずに、 針廃

棄容器に処理する

⑩患者の衣類や具を整える。

全身および局所に、注躬による異常や変

化が恋いか観察する

注射後の注意事項について説明する

2－2 <皮下注射>実施の場合

③注射部位に応じた安楽な体位をとらせ 定期的に何度も皮下注躬を行う場合は同

じ部位に何度も皮下注躬を行う場合は、

毎回1横指ずつずらして刺入する

る

通常上腕外側(伸筋)腹部が用いられる

マッサージは薬液を皮下組織に広く拡

散し、局所の血液の供給を高めて薬液の

吸収を促す

ただし、 徐々 に吸収させることが適して

いる薬液を用いた場合は、 マッサージを

しない

知識の確認と説明をする

④皮膚の消毒

⑤注射部位の皮膚をつまみあげ、10か

ら30度の角度で皮下に刺入する

⑥患者に異常がないかを確認する。手先

のしびれ感、 癌痛がないか声をかける

⑦つまみあげた手をはずし、注射器を固

定し、 もう一方の手で内筒を引き、 血

液の逆流にないことを確認する

⑧～⑩は、筋肉注射手順に準ずる

⑪後片付け

空アンプルを捨てる前に、指示の確認を

イヨう

針を刺入する時は、 ミつすぐに刺し、

癌痛を最小限にする

この段階の確認は誤薬があった場合に

は、 対処が早期に行えるためにも必要で

ある
 



⑫記録をする 看護記録を確認する

一連の看護行為の振り返りを一緒に行

い、 プラスのフィードバックとなるよう

に、 チエックリストに沿って、 出来たと

ころと次回の目標を確認する



【筋肉注射、 皮下注射チエックリスト】

◎

目標到達期間

実施

日

①筋肉注射、皮下注射の目的を述ベることができる

②指示されている薬物の作用と副作用について述ペ

ることができる

③筋肉注射、皮下注射に関連する筋肉、神経の走行

が言える

④注射の実施力句能か判断できる

U イゞタルサイン、筋肉や皮 の状態、患者の状態)

⑤注射指示筆で、患者氏名、薬剤名、用法用量、時

間を確認できる

⑥指示が不明瞭の時や指示内容に疑問がある場合

は、 医師に確認できる

⑦指示された薬剤を吸い、必要物品が準備できる

注則法にあった注射針の準備ができる

⑧単位が理解できる(ml、m留)

⑨患者の元ヘ行き、フルネーム、ネームバンドなど

で患者確認を行い、 注射指示肇と確認できる

⑩患者に注射の目的内容、実施中の注意事項、副

作用について説明し、 同意が得られる

⑪適如な注射部位を選択できる

⑫流水と石けんで手洗いし、清潔操作力tできる

⑬筋肉注射が実施できる

⑭皮下注射が実施できる

⑮実施後、患者の状態を観察できる

⑯後片づけができる

⑰看護記録に記載出来る

コメント (今後ヘのアドバイス)

一人でできる

3ケ月

確認項目

0

氏名 (

支援があればできる

自己

評価

他者

評価

実施

日

自己

評価

他者

評価

 


